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医療政策課長　川上　俊　様

廃棄物計画課長　村上　慎一　

感染性の恐れがある在宅医療廃棄物の処理に関する周知について（依頼）
市が実施している家庭ごみの処理のうち、プラスチック製容器包装の分別収集・リサイクル事業において、先ごろ、一般家庭から排出された袋に混入していた注射針により、選別業務を行っている受託業者の従事者が怪我をする事故が発生しております。

在宅医療に伴って発生する廃棄物は一般廃棄物に分類されるものの、注射針などの鋭利な物は感染の恐れがあること等から、本市では行政が収集し処分する対象とはせず、受診されている医療機関等への返却を促しているところです。
市民の皆様への周知につきましては、熊本市ホームページで注意喚起を行っておりますが、今回、この事故を受けまして、改めてホームページ、市政だより等の広報媒体を使用して周知を図る予定です。

つきましては、感染の恐れがある在宅医療廃棄物の適正な処理の徹底を図るため、医療機関等に対して、下記の点にご留意いただくよう貴課からの周知をよろしくお願いいたします。

記
【留意事項】
１．在宅医療の受診者やその家族が安全かつ適正な廃棄物の排出を行えるような情報提供等の実施
２．在宅医療廃棄物のうち、注射針などの鋭利なもののように、感染事故の恐れがある廃棄物の、受診者からの回収と適正な処理の実施

問い合わせ先


環境局資源循環部廃棄物計画課業務管理班　松永


Tel 328-2359








